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地球温暖化の埼玉県への影響 

埼玉県の温暖化の実態と予測

熊谷気象台の気温上昇は、1897年から 1979年までは
100年当たり 1.43℃の上昇に止まっていたが、1980年
以降 2007 年までの上昇は 100 年当たり 6.54℃となっ
ており、上昇速度が著しく加速している。 

 

図 熊谷気象台の年平均気温の推移 

1980 年頃から本格的な観測が始まったアメダスの県
内測定局 8 カ所の年平均気温の推移を見ると、2006 年
までの気温上昇は 100年当たり 5.5℃となっている。 

  

図 県内アメダス 8ヶ所平均の年平均気温の推移 

気象台、アメダスともに埼玉県内の過去 25年程度の気
温上昇率は極めて高く、IPCCの最も過酷な予測（100年
後に 6.4℃上昇）と同等となっている。ただし、この急
激な温度上昇にはヒートアイランド現象の影響も大きく
寄与していると考えられる。 
熊谷気象台の真夏日日数は、1980年代は年平均 46日

だったが、2000 年以降年平均 64 日と急激に増加した。
冬日日数は 1990年以降減少し、1980年代は年平均 60
日だったが、2000 年代は年平均 45 日となった。また、
埼玉県のアメダスにおける 1980 年以降の夏日、真夏日
の増加率も、100年当たりに換算すると、それぞれ 100
日及び 93日となっており、今後大幅に増加することが予

想される。 

 

図 埼玉県内アメダス測定局の夏日・真夏日の推移 

 

埼玉県における温室効果ガス濃度の推移と予測

埼玉県東秩父の近年の CO2濃度は 390ppm 前後で、
国内の清浄地域より約 10ppm 高く、騎西はさらに
10ppm程度高い。2001年度以降の CO2の濃度上昇は、
約 2.5ppm/年に加速している。 
埼玉県で最近の濃度上昇が続くと、東秩父の CO2濃度

は 2030年には 450ppm前後、2050年では 500ppm前
後となり、都市部はさらに 10ppm 以上の高濃度が想定
される。これは IPCCが示した、排出量が比較的多い A1B 
シナリオと同程度である。 

 

図 埼玉県における温室効果ガス濃度の推移（二酸化炭素） 

 

温暖化の大気汚染影響予測

埼玉県は日本で最も光化学オキシダント（Ox）による
汚染が甚大な地域である。Oxの主成分であるオゾンは温
室効果ガスでもあり、近年、地球規模で濃度が上昇して
いる。 
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図 埼玉県における光化学オキシダント濃度の推移 

『地球温暖化「日本への影響」』によれば、温暖化の影
響だけで、北関東地域では、2031～2050 年に現状より
最大 6ppb 程度、2081～2100 年に最大 10ppb 程度の
Ox濃度の上昇が予測されている。 
浮遊粒子状物質のうち、光化学反応によって生成する

二次生成粒子の濃度は最近では上昇傾向も見える。今後、
温暖化により、Ox濃度の上昇を介して二次生成粒子濃度
の上昇が考えられる。 

 

図 騎西における PM2.5及び構成成分濃度の推移 

 

温暖化の自然環境への影響

植物への影響

埼玉県のブナは、標高 1150m から 1550m の範囲に
全体の約 80％が分布しているが、4.3℃の気温上昇を想
定すると、ブナの好適な地域は標高で 860m 上昇し、
2010m～2410m となる。この標高区間の埼玉県におけ
る面積は約 683ha であり、現在のブナを含む群落面積
6880haの10分の1程度となり長期的には衰退が懸念さ
れる。 

 

図 気温が 4.3℃上昇した場合のブナ分布域予想適地 

さらに高標高の 1900m 前後に分布するシラビソは、
現在の分布域も 890haと少ないが、亜高山帯原生林の代
表植生である。4.3℃の気温上昇を想定すると、現在の分
布域は標高にして 860m低下したこと相当し、雁坂嶺の
頂上（2350m）であっても、現在の標高 1490mの気温
条件となり、現在のシラビソ分布域は生育不適地となる。
そこにダケカンバ、ナナカマド、ブナなどの広葉樹が侵
入し針広混交林となり、一部はササ原に変化するなど、
シラビソの純林は消滅する可能性が高い。 
埼玉県内の平地のスギは、1970年代以降、気温上昇に

伴う乾燥化による水ストレスにより衰退してきた。今後
さらに気温が 2.7℃～4.3℃上昇すると、平地では湿度が
60％を下回る可能性が高く平地のスギ衰退はさらに進行
し、2100 年には生存不能になる可能性が高い。但し、大
面積の林内湿度は外部より 10%以上高く保たれることか
ら、標高 500m以上の人工林は生育可能と予想される。 

 

図 気温が上昇した時のスギ分布域の変化 

動物への影響

日本各地で南方系（亜熱帯・暖帯性）の動物の北上、
東進が増加しているが、埼玉県でも、2000年代以降、か
つては県内でほとんど確認することが出来なかった南方
系の昆虫であるムラサキツバメやナガサキアゲハ、ツマ
グロヒョウモン、そして、東南アジア原産で昭和初期に
九州に侵入したヨコヅナサシガメなどが各地で記録され
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定着している。 

 

図 関東地方におけるムラサキツバメの記録 

 

温暖化の農業への影響

気温上昇が農業に及ぼす影響

『地球温暖化「日本への影響」』によると、埼玉県では、
温暖化に伴い水稲の収量は 5～10％程度減少し、豊作と
凶作の振れ幅が大きくなることが予測されている。 

 
図 コメの収量の変化推計 

（地球温暖化「日本への影響」より） 

「地球温暖化が農林水産業に与える影響の評価および
対策技術の開発」によれば、温暖化が進行すると埼玉県
は暖地性の農作物である温州ミカンの栽培適地となる可
能性がある。また、茶も暖地性の作物であり気温が 2.7℃
～4.3℃上昇したとしても、埼玉県の生産への悪影響はほ
とんどないと予想されている。一方、冷涼な気候も好む
ホウレンソウは、気温が 3℃上昇すると生長量が 12～
18％程度減少すると予測されている。（農林水産省，2008） 
気温上昇による埼玉県の農作物生産に与える影響は、
悪影響だけではなく、作目によっては好影響もあり、ケ
ースバイケースであるが、ある程度以上の温暖化が進む
と、栽培技術等による適応策の検討が必要になると考え
られる。 
光化学オキシダントの農作物への影響

気温上昇の農作物への直接影響とは異なり、温暖化に
より引き起こされる光化学オキシダント濃度の上昇は常
に農作物にマイナスの影響を与える。 
光化学オキシダントの農作物への影響は、品目や品種
により異なり、関東地方の作付面積上位 3 品種のイネの

光化学オキシダント感受性は、あきたこまち＞コシヒカ
リ＞キヌヒカリであった。埼玉県では、現在の光化学オ
キシダント濃度で既に収量が 5～10%程度低下する可能
性があり、濃度がこのまま上昇し続けると 2050 年には
約 20%程度の収量低下が予測されている。 
野菜の光化学オキシダント感受性の、種類によって異
なり、現在の光化学オキシダント濃度でも、感受性の高
い野菜では悪影響が現れている。今後濃度上昇が続くと
悪影響が拡大すると予想され、感受性の違いなどを利用
した適応策が必要となる。 

 

図 農作物の相対収量と 40ppb以上の光化学オキシダント濃度

（1時間値）の 1ヶ月積算値との関係 

 

温暖化の健康影響

熱中症

埼玉県消防防災課による平成 19 年度の熱中症集計結
果によると、救急搬送患者が出始める閾値は 25℃以上で、
30℃を超過すると搬送者数が増え始め、35℃を超えると
急増する傾向が示されている。 

 

図 日最高気温と全救急搬送者数（平日 8:30～16:15）の関係 

2007年 6月から 9月の全日の救急搬送者数は、2027
名と推定され、今後、2℃～4℃気温が上昇すると、3476
名、6177名となり、それぞれ 2007年の、1.7倍、3倍
に増加するものと推定された。この様に今後の気温上昇
により熱中症による健康リスクは増大すると予想される。 
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定着している。 

 

図 関東地方におけるムラサキツバメの記録 

 

温暖化の農業への影響

気温上昇が農業に及ぼす影響

『地球温暖化「日本への影響」』によると、埼玉県では、
温暖化に伴い水稲の収量は 5～10％程度減少し、豊作と
凶作の振れ幅が大きくなることが予測されている。 

 
図 コメの収量の変化推計 

（地球温暖化「日本への影響」より） 

「地球温暖化が農林水産業に与える影響の評価および
対策技術の開発」によれば、温暖化が進行すると埼玉県
は暖地性の農作物である温州ミカンの栽培適地となる可
能性がある。また、茶も暖地性の作物であり気温が 2.7℃
～4.3℃上昇したとしても、埼玉県の生産への悪影響はほ
とんどないと予想されている。一方、冷涼な気候も好む
ホウレンソウは、気温が 3℃上昇すると生長量が 12～
18％程度減少すると予測されている。（農林水産省，2008） 
気温上昇による埼玉県の農作物生産に与える影響は、

悪影響だけではなく、作目によっては好影響もあり、ケ
ースバイケースであるが、ある程度以上の温暖化が進む
と、栽培技術等による適応策の検討が必要になると考え
られる。 
光化学オキシダントの農作物への影響

気温上昇の農作物への直接影響とは異なり、温暖化に
より引き起こされる光化学オキシダント濃度の上昇は常
に農作物にマイナスの影響を与える。 
光化学オキシダントの農作物への影響は、品目や品種
により異なり、関東地方の作付面積上位 3 品種のイネの

光化学オキシダント感受性は、あきたこまち＞コシヒカ
リ＞キヌヒカリであった。埼玉県では、現在の光化学オ
キシダント濃度で既に収量が 5～10%程度低下する可能
性があり、濃度がこのまま上昇し続けると 2050 年には
約 20%程度の収量低下が予測されている。 
野菜の光化学オキシダント感受性の、種類によって異

なり、現在の光化学オキシダント濃度でも、感受性の高
い野菜では悪影響が現れている。今後濃度上昇が続くと
悪影響が拡大すると予想され、感受性の違いなどを利用
した適応策が必要となる。 

 

図 農作物の相対収量と 40ppb以上の光化学オキシダント濃度

（1時間値）の 1ヶ月積算値との関係 

 

温暖化の健康影響

熱中症

埼玉県消防防災課による平成 19 年度の熱中症集計結
果によると、救急搬送患者が出始める閾値は 25℃以上で、
30℃を超過すると搬送者数が増え始め、35℃を超えると
急増する傾向が示されている。 

 

図 日最高気温と全救急搬送者数（平日 8:30～16:15）の関係 

2007年 6月から 9月の全日の救急搬送者数は、2027
名と推定され、今後、2℃～4℃気温が上昇すると、3476
名、6177名となり、それぞれ 2007年の、1.7倍、3倍
に増加するものと推定された。この様に今後の気温上昇
により熱中症による健康リスクは増大すると予想される。 

0

20

40

60

80

100

120

140

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

搬
送
者
数
（
人
）

日最高気温

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
   



－ 30 －

 

 



－ 31 －

PSP DS Wii

http://ams.vg/

HP
http://ams.vg/contents/risk.html

CD DVD http://ams.vg/contents/index.html

027-232-2007 office@ams.vg 
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http://www.coopnet.jp/
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合同会社　双信舎印刷

0120-502-817

COOPハウス「未来館」
「現在」～「未来」への安心をサポートする高齢者専用賃貸住宅

◆リフォーム（増改築、耐震工事、屋根、外壁塗装、内装など）大歓迎
◆安全シロアリ消毒

安心・安全の住宅生協で住まい
づくりは

環境に配慮
省エネ住宅

長寿命の家
「明日家」

あ　す　か

高齢者・障
害者に優し
い家

お気軽に
お電話
下さい

見積り
無料

お問い
合わせ

〒330-0062 さいたま市浦和区仲町 2-10-12
TEL048-835-2801　http:www.houscoop.or.jp/

さいたま住宅生活協同組合
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